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暑い夏を経て、トライアスロン・パラトライアスロンともに今年の最大の正念場を迎える。
8月末には4年に一度となる第18回アジア競技大会（2018/ジャカルタ・パレンバン）がインドネシアで開催され、
9月の半ばにはITU世界トライアスロンシリーズグランドファイナル（2018/ゴールドコースト）が行われる。
いずれも2020年に開催される東京オリンピック・パラリンピックを占う上で最も重要な大会。日本選手はどう戦うのか。

アジア大会からグランドファイナルへ最高の戦いを

誰が次に頭角を現すのか





　今年のトライアスロンシーズンも前半が終わり、

暑い夏を経て早くも4年に一度の第18回アジア

競技大会（2018/ジャカルタ・パレンバン、8月31

日～9月2日）、ITU世界トライアスロンシリーズグ

ランドファイナルゴールドコースト大会（9月12

～16日）と大きなヤマを迎えている。

　7月から8月までのナショナルチームは、世界

各国を転戦した。予選と決勝をスプリントディス

タンスで戦った7月7日（土）、8日（日）のITUト

ライアスロンワールドカップ（2018/ティサウィ

バローシュ）では、残念ながら結果を残すことが

できなかった。その後、7月14日（土）のITU世

界トライアスロンシリーズ（2018/ハンブルク）の

スプリントディスタンスは、女子は高橋侑子（富士通

/東京）15位、佐藤優香（トーシンパートナーズ、

NTT東日本・NTT西日本、チームケンズ/山梨）32

位、久保埜南（トーシンパートナーズ・チームケンズ

/山梨）36位、瀬賀楓佳（トーシンパートナーズ・

チームケンズ /山梨）49位、男子は古谷純平

（三井住友海上/東京）32位、小田倉真（三井住友海上

/東京）33位となった。

　そして翌15日（日）のITUトライアスロンミッ

クスリレー世界選手権（2018/ハンブルク）では、

佐藤、古谷、高橋、小田倉のメンバーで挑み、4名と

もよく戦って過去最高の7位を獲得。最後には

離されてしまったが、フランス、オーストラリア、

アメリカの3強の一角を崩して表彰台の狙える

レース展開。東京オリンピックへの期待が膨らむ

結果だ。

日本チームが
ミックスリレーで
過去最高の7位
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　7月27日（金）に行われたITU世界トライアスロ

ンシリーズ（2018/エドモントン）はスプリントディ

スタンスで行われ、女子は佐藤12位、高橋14位、

上田藍（ペリエ・グリーンタワー・ブリヂストン・稲毛

インター/千葉）28位、井出樹里（スポーツクラブ

NAS/神奈川）29位となった。

　翌28日（土）に行われたITU世界ミックスリレー

トライアスロンシリーズ（2018/エドモントン）は、

高橋、北條巧（日本体育大学）、佐藤、谷口白羽（トヨタ

車体/愛知）のメンバーで11位となり、ハンブルク

での勢いを継続できなかったのは残念だった。

　そのほか、8月4日（土）に行われたASTCトライ

アスロンアジアカップ（2018/アルマトイ）では

岸本新菜（福井県スポーツ協会/福井）が1位、続く

8月12日（日）のASTCトライアスロンアジアカップ

（2018/マウントマヨン）では加藤友里恵（千葉県

トライアスロン連合）が1位、岸本が3位、男子では

古谷が1位、佐藤錬（福井県スポーツ協会/福井）

が3位に入った。

　さらに、8月18日（土）に行われたASTCトライア

スロンアジアカップ（2018/ソクチョウ）では、女子

は酒井美有（トーシンパートナーズ・チームケンズ/

山梨）が3位、男子では細田雄一（博慈会/東京）が

1位、北條が2位、古谷が3位に入った。

エドモントンでは
勢いを継続できず
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　オリンピック対策チームの中山俊行チームリー

ダーは、「個々の選手の成績としては十分満足でき

る成績ではないが、ハンブルクのミックスリレー7

位はとても評価できる。最後まで手を緩めずに前

を追うことができた。これまでで最高位の結果で

あり、ミックスリレーの強化を充実させていけば、メ

ダル獲得もそう遠くない」とコメントした。

　そしてアジア競技大会の出場選手には、女子が

佐藤優香、高橋、瀬賀、男子が古谷、小田倉、細田

雄一（博慈会/東京）の6名が選ばれた。

　中山チームリーダーは、「アジア競技大会に選ん

だのは現在ベストの6名。エリートレースには調

子のいい2名ずつを出場させ、ミックスリレーでも

体調の良い選手から出場させる予定。選手達の

調子も上がってきているので、アジア大会では盟主

の座を守るべく、男女とミックスリレーで三つの金

メダルと二つの銀メダルを獲得します」と、抱負を

語った。

　出場濃厚な佐藤優香は、「今シーズンの最大目

標に掲げたアジア競技大会を迎え、多くの方々か

ら多大なサポートをいただいて順調にトレーニン

グができた。前半戦で見えた課題点を磨くことが

でき、万全なコンディション。日本代表としてベス

トを尽くして戦い、金、銀独占、リレーでも金メダル

を目指して戦う」と力強く語った。

アジア競技大会では
金メダル三つ
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　アジア競技大会トライアスロン競技女子は8月31日

（金）に、男子は9月1日（土）に、ミックスリレーは2日（日）

にインドネシア・パレンバンで行われる。

　9月12（水）～16日（日）の日程で開催されるITU世界

トライアスロンシリーズグランドファイナル（2018/ゴー

ルドコースト）には、エリート女子に高橋、佐藤優香、上

田、井出、男子は古谷、小田倉、細田が出場する。U23

女子は、瀬賀、岸本、久保埜、男子は佐藤錬、前田凌輔

（ベルリオ/愛知）、北條が出場。U19女子は、中山菜々美

（立命館大学・AS京都/京都）、中山彩理香（東京都立

町田高校・アリーディ）、酒井、男子は大浦直繁（日本体育

大学）、吉川恭太郎（立教新座高校）、望月満帆（甲府

一高・チームケンズ山梨/山梨）が出場する。

　中山チームリーダーは、「2020年の東京に繋がるよう

に、エリートは男女とも最低限入賞を狙って戦ってほし

い。U23、U19の選手たちも、東京オリンピックとその後

の代表入りできるような結果を残してレースに臨んでほ

しい」と力強く語った。

　古谷は、「アジア大会に続いて、日の丸を背負ったレー

ス。パレンバンで金メダルを取って、ゴールドコーストで

も過去最高順位を更新できるよう、全力を尽くしてきま

す」と意気軒昂に語った。

グランド
ファイナルでは
表彰台に挑戦
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東京パラリンピック
種目決定
　8月6日（月）には、国際パラリンピック委員会（IPC）の承認を得て、

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

から、東京2020大会のパラトライアスロン競技実施種目についての

発表があり、女子実施種目はPTWC、PTS2、PTS5、PTVIが、男子実

施種目はPTWC、PTS4、PTS5、PTVIが選ばれた。

　パラリンピック対策チームの富川理充チームリーダーは、「とりあえ

ず4種目ずつ決定したが、パラトライアスロンはまだ始まったばかり。

東京パラリンピックの先も強化を続けていかなければならない。9ク

ラスすべての選手の強化・育成を続けていく。また、東京でメダル獲

得、入賞の圏内にいる選手の強化を確実にすすめていく」とコメントし

た。

　9月15日（土）には、ITU世界パラトライアスロン選手権（2018/ゴー

ルドコースト）が行われる。これまでのレース結果で得られたポイント

に基づいて、各クラスの出場選手が決まった。

　女子は、PTWCに土田、PTS2に秦由加子（マーズフラッグ・稲毛

インター/千葉）、PTS4に谷真海（サントリー/東京）、PTVIに円尾敦子

（アルケア・グンゼスポーツ/兵庫）の4名が、男子は、PTWCに木村潤平

ITUパラトライアスロンワールドカップ（2018/マゴク）
開催日：2018年7月14日（土）
開催地：カナダ・マゴク
PTS2男子
3位：中山賢史朗（東京ガスパイプライン/東京）
PTS5男子
2位：梶鉄輝（兵庫県トライアスロン連合）
3位：佐藤圭一（エイベックス/愛知）

ITU世界パラトライアスロンシリーズ（2018/エドモントン）
開催日：2018年7月27日（金）
開催地：カナダ・エドモントン
女子
PTWC
1位：土田和歌子（八千代工業/東京）
PTS2
3位：秦由加子（マーズフラッグ・稲毛インター/千葉）
PTVI
5位：円尾敦子（アルケア・グンゼスポーツ/兵庫）
男子
PTWC
3位：木村潤平（社会福祉法人ひまわり福祉会/東京）
PTS2
7位：中山賢史朗（東京ガスパイプライン/東京）
PTS4
3位：宇田秀生（滋賀県トライアスロン協会）
12位：荒力（ホンダアスリート/大分）
PTS5
12位：梶鉄輝（チームブレイブ/兵庫）
PTVI
8位：中澤隆（サイネオス.ヘルス・タカラエムシー・
	 インターフィールド・青山トライアスロン倶楽部/東京）

ASTCアジアパラトライアスロン選手権
（2018/マウントマヨン） 
開催日：2018年8月10日（金）
開催地：フィリピン・マウントマヨン 
女子
PTWC
１位：土田和歌子（八千代工業/東京）
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パラトライアスロン
グランドファイナルには
8名が
（社会福祉法人ひまわり福祉会/東京）、PTS2に中山賢史朗（東京ガス

パイプライン/東京）、PTS4に宇田秀生（滋賀県協会）、PTS5に

佐藤圭一（エイベックス/愛知）の4名が出場する。

　土田は2020年東京パラリンピックの種目発表とグランドファイナ

ルゴールドコースト大会について、「東京での種目が決定し、私のクラ

スは選出され嬉しく思う反面、選出外の選手たちの事を考えると複雑

な心境。しかし、まずは2020年東京大会の代表入りができるよう、一

つずつ積み上げていきたい。今年の最大目標であるグランドファイナ

ルでは良いパフォーマンスを発揮できるよう、全力を尽くす」とコメント

した。

　また宇田は、「東京2020の舞台で競技できるチャンスがあるという

ことで、素直に嬉しい。しかし、自身のカテゴリーの実施がなく悔しい

思いをしている選手がたくさんいるのも事実。与えられたチャンスを

しっかりものにできるよう、残りの時間でトライアスリートとしてできる

限り成長したい。まずは9月のグランドファイナル!　表彰台を目標に

全力で走る!　応援よろしくお願いします」と意気込みを語った。

PTS2
１位：秦由加子（マーズフラッグ・稲毛インター/千葉）
PTVI
１位：円尾敦子（アルケア・グンゼスポーツ/兵庫）
２位：鈴木慶子（神奈川県トライアスロン連合）
男子
PTWC
1位：木村潤平（社会福祉法人ひまわり福祉会/東京）
2位：吉田竜太（東京都トライアスロン連合）
3位：田中誠治（山梨県トライアスロン協会）
PTS2
1位：中山賢史朗（東京ガスパイプライン/東京）
2位：橋本健児（宮城県トライアスロン協会）
PTS4
2位：宇田秀生（滋賀県トライアスロン協会）
4位：荒力（ホンダアスリート/大分）
PTS5
1位：梶鉄輝（チームブレイブ/兵庫）
2位：佐藤圭一（エイベックス/愛知）
PTVI
2位：米岡聡（三井住友海上火災保険/神奈川）
4位：高橋勇市（東京都トライアスロン連合）
5位：秋葉茂（千葉県トライアスロン連合）
6位：中澤隆（サイネオス.ヘルス・タカラエムシー・
	 インターフィールド・青山トライアスロン倶楽部/東京）

ITUパラトライアスロンワールドカップ（2018/ローザンヌ） 
開催日：2018年8月18日（土）
開催地：スイス・ローザンヌ 
女子
PTS4
1位：谷真海（サントリー/東京）
男子
PTWC
3位：木村潤平（社会福祉法人ひまわり福祉会/東京）
PTS4
2位：宇田秀生（滋賀県トライアスロン協会）
PTS5
3位：梶鉄輝（チームブレイブ/兵庫）
PTVI
7位：中澤隆（サイネオス.ヘルス・タカラエムシー・
	 インターフィールド・青山トライア スロン倶楽部/東京）
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